
ここがききたい！ 一般質問

7

問　

平
和
行
政
の
推
進
に
つ

い
て
聞
く
。

　

①
市
民
の
平
和
を
願
う
活

動
に
対
し
て
、
積
極
的
な
支

援
活
動
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
そ
の
対
応
は
。

　

②
次
代
を
担
う
子
ど
も
や

孫
へ
の
平
和
教
育
の
一
環
と

し
て
、
戦
争
関
連
遺
跡
を
整

備
・
保
存
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

①
市
民
団
体
が
実
施
す

る
平
和
啓
発
事
業
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

26
年
度
に
は
、
ふ
く
べ
灯
篭

流
し
や
宇
都
宮
空
襲
展
、
原

爆
パ
ネ
ル
展
と
平
和
啓
発
映

画
上
映
会
の
事
業
に
対
し
、

支
援
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
平
和
の
つ
ど
い
や

平
和
親
善
大
使
広
島
派
遣
事

業
、
宇
都
宮
の
空
襲
体
験
や

被
爆
体
験
の
語
り
継
ぎ
事
業

に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体
と

協
働
で
実
施
し
て
い
る
。

　

②
八
幡
山
の
地
下
壕
は
、

宇
都
宮
市
戦
災
記
録
保
存
事

業
の
中
で
、
新
た
に
確
認
さ

れ
た
戦
争
関
連
遺
跡
で
あ

り
、
測
量
・
地
質
調
査
な
ど

を
行
い
、
そ
の
実
態
を
把
握

し
、
記
録
保
存
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
文
化
財
マ
ッ
プ
へ

の
掲
載
や
文
化
財
め
ぐ
り
の

コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
市
の
歴
史
か
ら
平
和
を

学
ぶ
機
会
と
な
る
よ
う
、
出

来
る
限
り
の
周
知
に
努
め
て

い
る
。

平
和
行
政
を
積
極
的

に
推
進
す
べ
き

宇賀神 文雄
（社民党）

問　

国
の
教
科
書
検
定
で
来

年
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る

教
科
書
を
選
び
、
歴
史
分
野

で
8
社
、
公
民
で
7
社
の
教

科
書
が
合
格
し
た
が
、
従
軍

慰
安
婦
の
記
述
な
ど
に
つ
い

て
修
正
や
削
除
を
求
め
ら
れ

る
な
ど
、
政
府
見
解
を
教
科

書
に
強
要
す
る
検
定
に
、
批

判
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

①
市
で
は
教
育
委
員
会
制

度
が
改
定
さ
れ
、
教
育
大
綱

を
策
定
中
だ
が
、
こ
の
中
に

教
科
書
採
択
の
方
針
は
書
き

込
ま
れ
る
の
か
。

　

②
教
科
書
採
択
で
は
、
教

員
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

答　

①
市
の
教
育
大
綱
は
、

宮
っ
こ
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
位

置
付
け
る
こ
と
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
人

を
目
指
す
基
本
理
念
や
行
動

目
標
な
ど
、
市
が
目
指
す
人

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

科
書
採
択
の
方
針
を
市
の
教

育
大
綱
に
盛
り
込
む
こ
と
は

馴
染
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
市
の
教
科
書
採
択
協
議

会
は
、
教
育
委
員
会
、
校
長

会
代
表
な
ど
14
名
で
構
成

し
、
十
分
な
協
議
を
通
し
て

教
科
書
を
選
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
採
択
協
議
会
に
は
調

査
員
会
を
設
置
し
、
121
名
の

中
学
校
教
員
か
ら
な
る
調
査

員
が
各
教
科
に
分
か
れ
、
十

分
な
調
査
研
究
を
通
し
て
資

料
を
作
成
し
、
採
択
協
議
会

で
の
教
科
ご
と
の
選
定
協
議

で
調
査
員
の
代
表
が
丁
寧
な

説
明
を
行
っ
て
お
り
、
教
員

の
意
見
は
十
分
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

市
の
歴
史
・
公
民
教
科

書
採
択
の
考
え
方
は 福田 久美子

（共産党）

問　

現
在
の
要
介
護
認
定

は
、
本
人
の
心
身
状
態
で
判

断
さ
れ
、
家
族
内
の
被
介
護

者
数
や
家
庭
内
介
護
体
制
の

現
状
な
ど
、
日
常
の
家
庭
環

境
が
考
慮
さ
れ
な
い
制
度
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
裕

福
な
家
庭
で
も
本
人
の
症
状

が
悪
け
れ
ば
手
厚
い
支
援
を

受
け
ら
れ
る
が
、
逆
に
症
状

が
軽
い
両
親
を
抱
え
て
い
る

家
庭
が
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
不
十
分
な
国

の
認
定
制
度
を
補
完
で
き

る
、
市
な
ら
で
は
の
家
庭
介

護
応
援
制
度
を
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

要
介
護
・
要
支
援
認
定

は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
か
ら
も
日
ご
ろ
の
状
態
を

確
認
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
状

態
把
握
を
し
、
そ
の
調
査
結

果
と
主
治
医
の
意
見
書
を
も

と
に
、
医
療
・
保
健
・
福
祉

の
専
門
家
が
総
合
的
に
審

査
・
判
定
を
し
た
上
で
適
切

な
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
族
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
介
護
に
関
す
る
知

識
の
習
得
や
介
護
者
同
士
の

情
報
交
換
の
場
と
な
る
家
族

介
護
教
室
の
開
催
や
、
誰
も

が
利
用
で
き
気
軽
に
相
談
で

き
る
認
知
症
サ
ロ
ン
の
設

置
、
は
い
か
い
行
動
の
あ
る

方
の
位
置
を
検
索
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
利
用
料
の
一
部
を

助
成
す
る
、
は
い
か
い
高
齢

者
等
家
族
支
援
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し

た
様
々
な
事
業
を
通
し
て
、

引
き
続
き
高
齢
者
な
ど
を
介

護
す
る
家
族
を
支
援
し
て
い

く
。

市
独
自
の

家
庭
介
護
応
援
制
度

の
整
備
を

郷間 康久
（統  一）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
含
む
総
合
交
通
政
策

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
運
営
の
黒
字
の
見
込

み
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
の
是
非
に
関
す

る
住
民
投
票
の
実
施
、
富
山
市
の

ポ
ー
ト
ラ
ム
ほ
か
）
②
農
業
振
興

（
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
振
興
、

認
定
農
業
者
の
支
援
）
③
放
射
性

物
質
を
含
む
指
定
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
計
画 

④
労
働
行
政

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
安
全
保
障
関
連
法
案 

②
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
を
め
ぐ
る
問
題 

③
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業 

④
住
宅
政
策 

⑤
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充
と

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
導

入 

⑥
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進

と
支
援

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
地
方
創
生
（
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
ほ

か
）
②
選
挙
制
度
（
18
歳
選
挙
権

ほ
か
）
③
子
ど
も
政
策
（
社
会
的

養
護
制
度
の
充
実
ほ
か
）
④
職
員

の
育
成
方
針
（
人
材
育
成
と
子
育

て
応
援
制
度
ほ
か
）
⑤
平
出
工
業

団
地
の
環
境
汚
染
問
題

▲市民ホールでのパネル展


